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八名の歴史を学ぶ会 資料 １ 
   

五葉城の位置 
  

「城」149号：東海古城研究会より 
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八名の歴史を学ぶ会 資料 ２ 
   

諸国古城之図にみる五葉城 
 

 

 

「
諸
国
古
城
之
図｣

は
一
七
世
紀
後
半
、
広
島
藩
浅
野
氏
の
軍
学
研
究
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
広
島
市
中
央
図
書
館

浅
野
文
庫
所
蔵
で
、
日
本
各
地
の
古
城
一
七
七
ヶ
所
の
城
郭
図
が
あ
り
、
五
葉
城
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

浅野文庫所蔵「諸国古城之図」より 
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八名の歴史を学ぶ会 資料 ３ 
   

五葉城ってどんな城？ 

  

 

 五
ご

葉
よう

城
じょう

は，富岡西部の五葉湖の南にそびえる標高３４０ｍの山頂にあり，五葉湖

畔から歩いて１時間近くかかる高所にあります。五葉城は新城市と豊橋市との境界に

位置しており，八名郡南部の西郷（石巻中山町）と月
わち

ヶ
が

谷
や

（嵩山
す せ

町）の一円を領した

西郷氏の山城と考えられています。 

戦国期，西郷正勝は駿河
す る が

の今川義元に仕え，天文１６年（１５４７），今川軍の東

三河から西三河への軍事行動とともに，西郷谷が駐屯基地となっていました。しかし，

永禄３年（１５６０）の桶狭間での義元戦死にともない徳川家康に属したため，永禄

４年（１５６１）には今川氏
うじ

真
ざね

家臣の朝比奈泰
やす

長
なが

に攻められ，正勝・元正父子は討ち

死にしました。この時，西郷氏と縁戚関係にある野田城の菅沼定盈
さだみつ

が逃れて，西郷の

「高城
たかつき

」（五葉城）に砦
とりで

を構えたことが知られています。 

 五葉城は高城
たかつき

砦址が隣接しているため，別称として高城
たかつき

としたり（参河名所図絵），

高城を別の城としたりした（浅野文庫蔵「諸国古城之図」）記述もありますが，機能

的に一体化した城といえるようです。本来の大手道は，「諸国古城之図」に南方の西

郷谷方面から登城する「七曲坂大手口」とあり，西尾根の曲輪（堀切部）に入るよう

に描かれています。 

 五葉城のある地点の近くには宇利峠と中山峠があり，遠 江 国
とおとうみのくに

引
いな

佐
さ

郡とつながって

います。五葉城の利点は，宇利峠と中山峠越えをおさえ，北方の宇利地域を見下ろし

監視できる位置にあることです。そのため，今川期の西郷・菅沼氏よりも永禄８年（１

５６５）以降，家康の遠江侵攻から

武田氏の三河侵攻にともない，家康

の手により築き上げられ陣城とし

て機能，運用されたと考えられてい

ます。 

＜参考＞  

・新城－文化財案内 

・愛知の山城ベスト５０を歩く 

・「城」１４９号：東海古城研究会 

五葉城址 
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八名の歴史を学ぶ会 資料 ４ 
   

五葉城のつくり １ 
 

 

創建は南北朝時代との説もありますが，明らかではありません。１５６１年（永禄

４），野田の戦いで今川方に追われた菅沼
すがぬま

定盈
さだみつ

が高城砦を築いたといわれています。 

全体の遺構としては４ヶ所に分かれていますが，機能的には一つの城と考えられま

す。五葉城址の一の曲輪はほぼ三角形で，東西３５ｍ，南北は１４ｍ～２８ｍで北側

は絶壁，東・南・西に低い土塁と空
から

濠
ぼり

があり，南に一段低く，１０ｍ四方の二の曲輪，

さらに南１００ｍの尾根に堀切と南東３００ｍに高城
たかつき

砦
とりで

及び北東に出丸があります。 

出丸に立てば，野田城方面（直接は見えない），宇利城方面，一宮方面等への眺望

がききます。高城砦は五葉城より約３０ｍ高いため，五葉城周辺の物見的役割と南東

より尾根伝いに来る敵に備えることを担っていたようです。中間に位置する堀切部は，

両方の尾根伝いに来る敵に備えるとともに，城・砦の接点としての役割と五本松城へ

の連絡を担っていたものと思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「城」１４９号：東海古城研究会より 
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八名の歴史を学ぶ会 資料 ５ 
   

五葉城のつくり ２ 
 

 

 五葉城址の略測図から分かるように，一の曲輪が一番大きく三角形に近い形になっ

ています。二ヶ所にはっきり分かる土塁が残っています。南西側土塁の下側の空堀は 

よく残されています。本丸への虎口としては，南・西・東にあったようです。特に南

側面は，一の曲輪，二の曲輪への入り口

に設けられ，二重の関門になっていて，

よく活用された虎口と思われます。さら

に，曲輪を囲うように土塁と横堀が見ら

れ，防衛機能を高めています。 

なお，この城址には井戸は見当たらず，

水は谷川より入手したと思われます。ま

た，堀を利用して雨水をためたことも考

えられます。二の曲輪から南へのびる部

分は，林道により破壊されたため確認で

きなくなっています。                  
一の曲輪南西側の土塁と空堀 

 

「城」１４９号：東海古城研究会より 
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 八名の歴史を学ぶ会 資料 ６ 

 

五葉城（高城砦
たかつきとりで

）のつくり ３ 
 

 高城砦は，尾根を利用して造られています。一の曲輪は標高３８３ｍあり，五葉城

より約３０ｍほど高くなっています。それほど大きな砦ではありませんが，一の曲輪

と二の曲輪とで約６ｍの高低差をつけています。特徴としては，一の曲輪と二の曲輪

の間に２本の土塁を配してあり，通路面の機能と，土塁の間の空間は，倉庫等に利用

したと思われる機能を持っています。二つ

目の特徴は，大きな堀切です。一の曲輪か

らは，約１２ｍの高低差があり，見ごたえ

があります。南東からの尾根筋の敵に備え

たものです。 

 

 

 

 
堀切から二の曲輪へは６ｍの高低差 

 

「城」１４９号：東海古城研究会より 

＜城のつくり参考資料＞ 

・「城」１４９号：東海古城研究会 

・愛知の山城ベスト５０を歩く 

・新城 文化財案内 
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八名の歴史を学ぶ会 資料 ７ 
   

西郷氏に関わる年表 
       

          ＜参考＞ 豊橋市史，八名郡誌，東三河の戦国時代 

  年   代        で  き  ご  と 

１５２９年（享禄２） 

１５３５年（天文４） 

１５３７年（天文６） 

１５４９年（天文 18）

１５６０年（永禄３） 

１５６１年（永禄４） 

 

 

 

 

１５６２年（永禄５） 

１５６３年（永禄６） 

１５６４年（永禄７）

１５６８年（永禄 11） 

 

１５６９年（永禄 12） 

１５７１年（元亀２） 

 

１５７２年（元亀３） 

１５７３年（元亀４） 

１５７４年（天正２） 

１５７５年（天正３） 

 

１５７８年（天正６） 

１５７９年（天正７） 

１５８０年（天正８） 

１５９０年（天正 18） 

宇利の戦い 松平清康，東三河を勢力下に入る。 

守山崩れ  松平清康が家臣に討たれる。 

戸田氏，吉田城を奪取。  

松平広忠没 今川義元が三河を平定 諸将今川方につく。 

桶狭間の戦い 今川義元討死。 

西郷正勝，菅沼定盈
さだみつ

等，松平につく。 

今川方の吉田城主，小
お

原
はら

鎮
しず

実
ざね

に攻められ，定盈野田城を明

け渡し，西郷に退く。高城
たかつき

に砦を構える。 

今川方の朝比奈泰
やす

長
なが

が五本松城を攻め，正勝・元正父子が

討ち死に。次男の清員
きよかず

が本領を取り返す（仇を討つ）。 

定盈，野田城を奪い返す。松平・織田が同盟。 

元康が家康と改める。 

家康，吉田城を攻め，開城させる。 

定盈，家康の遠州攻めで中宇利に入る。先鋒として刑部
おさかべ

 

（引佐）を攻略。家康，遠州の各地を攻略し勢力拡大。 

山家三方衆，武田信玄に属す。 

武田の侵攻があり，西郷義勝が竹広表の戦いで討ち死に。 

定盈，信玄に攻められ西郷に退くが，野田城修復後戻る。 

信玄，遠州へ出陣。家康，三方ヶ原で敗れる。 

信玄，野田城を攻め開城させるも甲府への帰途，死亡。 

山県昌景
まさかげ

が西郷に侵入，家員
いえかず

，定盈とともに撃退。 

長篠・設楽原の戦い 家員
いえかず

は酒井忠次に属し定盈とともに

鳶ヶ巣攻めに加わる。 

お愛の方，徳川家康に召され浜松城に上り側室となる。 

お愛の方，西郷の局
つぼね

と称され２代将軍となる秀忠を産む。 

西郷の局，忠
ただ

吉
よし

（尾張の清洲城主となるも若死）を産む。 

家員
いえかず

，家康関東移封の際，下総
しもうさの

国
こく

（千葉）で５千石を賜る。 
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 八名の歴史を学ぶ会 資料 ８ 
   

西郷氏と菅沼氏 
 

 

西郷氏と野田の菅沼氏は姻戚関係にあり，互いに支え合って戦国時代を生き抜いて

います。西郷正勝
まさかつ

に嫁ぎ，元正
もとまさ

，清員
きよかず

を産んだのは野田城主菅沼定則
さだのり

（定盈
さだみつ

の祖父）

の娘です。したがって元正，清員兄弟と定盈は従兄弟関係になります。 

西郷正員
まさかず

は，松平清康に従い，宇利の戦いでは菅沼定則とともに先陣として軍功を

あげたとされています。しかし，松平勢の後退，今川氏の東三河進出のためやむなく

今川氏につきます。正員
まさかず

没後，正勝が継ぎ，今川方に属しました。その後，西三河に

おいて松平元康の勢力が強大になってくると，西郷正勝はじめ，野田の菅沼定盈
さだみつ

，田

峯の菅沼定忠等が松平に従いました。この時，次男の清員
きよかず

は人質として岡崎に送られ

ました。さらに，長篠の菅沼氏，作手の奥平氏等が続々と元康につくと，今川氏
うじ

真
ざね

は

大いに怒り，当時吉田城内にとめおかれた諸将の人質１３人を殺害してしまいます。

正勝，定盈の妻も含まれていました。 

永禄４年（１５６１），吉田城の小原
お は ら

鎮
しず

実
ざね

は今川に背いた諸将を討つべく，野田城

の菅沼定盈を攻撃しました。五本松城にいた西郷正勝は，長男の元正を送り，定盈を

助けたが，こらえきれず城を明け渡して西郷に退きました。西郷に退いた定盈は，高城
たかつき

に砦
とりで

を構え，正勝も中山の堂山に砦を

構えました。さらに鎮
しず

実
ざね

は，西郷の定

盈と正勝を攻めるもなかなか落とせず，

正勝は五本松に築城して移り，元正に

嵩山
す せ

月
わち

ヶ
が

谷
や

城を守らせました。 

しかし，今川方の朝比奈泰
やす

長
なが

が五本

松城に夜襲をかけます。不意を突かれ

た正勝は苦戦に陥り，月
わち

ヶ
が

谷
や

に帰る途

中の元正が引き返しましたが，衆寡
しゅうか

敵

せず，正勝・元正父子は討ち死にしま

した。この後，元康のもとにいた次男

の清員
きよかず

は仇を討とうと願い出て，元康

から兵を得て，本領を取り返しました。 

しかし，清員は元康の命を固辞し，

亡兄の子義勝に跡を継がせました。 「豊橋市史より」 
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八名の歴史を学ぶ会 資料 ９ 
   

竹広表の戦いと西郷の局 

 

月
わち

ヶ
が

谷
や

城主の西郷正勝は五男一女をもうけましたが，その一女が戸塚
と づ か

忠
ただ

春
はる

に嫁いで

産んだのが通称「お愛の方」です。お愛が生まれて２年後に忠春は討たれて亡くなり

ます。母は幼い「お愛」をつれて実家にもどり，今度は服部正
まさ

尚
なお

に嫁ぎます。その家

で成長したお愛は，西郷正勝の孫（元正の子）で西郷家を継いだ従姉妹の義
よし

勝
かつ

に嫁ぎ，

一男一女を産みます。 

しかし，義勝は元亀２年（１５７１），竹
たけ

広表
ひろおもて

の戦いで戦死します。信玄が遠江，

三河への侵攻をはかり，武田氏配下の秋山信友，山県
やまがた

昌景
まさかげ

が三河に侵入。縁戚である

菅沼定盈
さだみつ

の要請を受け，竹広において合戦に及びました。定盈，西郷清員
きよかず

等の奮戦に

より秋山信友の武田軍を一時的に退けることに成功しましたが、義勝はこの戦いで命

を落としてしまいました。 

西郷家にもどったお愛は，７年後の天正６年（１５７８）春に，叔父にあたる清員
きよかず

の養女として徳川家康に召されます。浜松城に上り側室となり，西郷の局とよばれま

す。そして翌年天正７年（１５７９）４月，２代将軍となる秀忠を産むのです。また，

天正８年（１５８０）には松平忠
ただ

吉
よし

（後に尾張清洲５２万石）が産みました。西郷の

局は天正１７年（１５８９），家康が京都滞在中に駿府城で３８歳で逝去しました。

竹広の戦いがお愛の運命を大きく変えることになったのです。 

西郷家は，義
よし

勝
かつ

の死後，清員
きよかず

の子家員
いえかず

が継ぎました。武田氏との抗争が佳境をむか

える天正２年（１５７４），武田勝頼の家臣山県昌景
まさかげ

が西郷に侵入した折，家員
いえかず

は菅

沼定盈とともにこれを撃退しました。   

家員
いえかず

は，天正３年（１５７５）の長篠

の戦いでは，酒井忠次に属し，定盈とと

もに鳶ヶ巣攻めに加わっています。  

その後は家康に従い，天正１８年（１

５９０）関東移封の際，下総
しもうさの

国
こく

（千葉）

で５千石を賜り，家員の子正員
まさかず

は１万 

石の大名になっています。 

 

                           

     
 西郷の局（お愛の方） 

＜参考資料＞ 

・豊橋市史  ・八名郡誌 

・古城の風景 ・東三河の戦国時代 
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八名の歴史を学ぶ会 資料 １０ 
   

西郷の局ってどんな人  
 

               ＜ウィキペディアより 分かりやすく部分修正＞ 

 

 

森の石松の墓 

山本家代々の墓 

以上文責（安形茂樹） 

西郷局（さいごうのつぼね） 天文２１年（1552）～天正１７年（1589） 
 

戦国時代・安土桃山時代の女性。戸塚忠春の娘という。通称お愛の方。徳川家康

の側室として知られ，最愛の側室だったともいわれている。院号は竜泉院，宝
ほう

台院
だいいん

。 

三河西郷氏は，現在の豊橋市西郷校区辺りに本拠を置いていた。２代征夷大将軍

徳川秀忠生母西郷局（名は愛）を出した外祖父・西郷正勝の頃には，三河での影響

力は今川義元の傘
さん

下
か

で命脈を保っている程度にしか過ぎなかった。母は今川氏の命

であろうか，遠 江 国
とおとうみのくに

の戸塚忠春に嫁
とつ

いでいる。 

成長して最初の夫に嫁いだものの，先立たれて寡婦
か ふ

となっていた。そこを，同じ

く正室に先立たれた従兄・西郷義勝の継室
けいしつ

に望まれたという。義勝との間に一男一

女をもうけている。一説には義勝が最初の夫であるとも言われる。 

元亀２年（１５７１），武田氏の先遣，秋山信
のぶ

友
とも

（虎
とら

繁
しげ

，晴
はる

近
ちか

）の南進を阻むた

め，縁戚の野田菅沼氏に協力した竹広合戦で，義勝が落命する。またしても未亡人

となったが，彼女の産んだ男子は幼過ぎて家督が継げなかった。 

やがて母の弟，西郷清員
きよしげ

の養女として徳川家康の側室に望まれ，江戸幕府第２代

将軍徳川秀忠，松平忠
ただ

吉
よし

の生母となった。しかし，天正１７年（１５８９）に３８

歳の若さで死去した。死後の寛永５年（１６２８）になって，正一位が贈られた。 

西郷局は美人で，また温和誠実な人柄であり，家康の信頼厚く，周囲の家臣や侍

女達にも好かれていた。また強度の近眼であったらしく，とりわけ盲目の女性に同

情を寄せ，常に衣服飲食を施し生活を保護していた。そのため西郷局が死去すると，

大勢の盲目の女性達が連日，寺門の前で彼女のために後
ご

生
しょう

を祈ったという。なお，

不確定ではあるが西郷局の死因は，罪が不確定のまま殺害された家康の正室築山殿

に仕えていた侍女の殺害，毒殺という説もある。 

秀忠の異父兄に当たる彼女の残した男子は徳川頼宣
よりのぶ

（紀州徳川家）付けになるな

ど，西郷一族は秀忠の治世で優遇される。しかし，秀忠が家康ほど長命でなかった

ため，その栄華は極めて短かった。叔父・清員
きよかず

の家系が，安房
あ わ の

国
くに

東条藩の大名に取

り立てられたのが最高である。ところが時代が流れて綱吉の頃には勘気
か ん き

を被
こうむ

って大

名の座から転落，５千石の旗本となっている。６代将軍家宣
いえのぶ

の頃に 1万石に回復す

るが，その５千石もいとも簡単に失い，元の５千石に戻ったといわれている。                    

（文責：八名郷土史会 安形茂樹） 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%B3%E5%B7%9D%E9%A0%BC%E5%AE%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%B3%E5%B7%9D%E7%B6%B1%E5%90%89

